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１．目的  

 生産年齢人口が減少する中，建設業の働き方改革は急

務であり，業界全体で働き方改革の実現に向けて様々な

取り組みを行っている．その中で場所打ち杭の施工管理

は，書類作成などの施工管理業務が煩雑な工種の一つで

ある． 

 本システムは，場所打ち杭施工管理業務の生産性向上

を目的として開発を行った．スマートデバイスで入力し

た実測値や工事写真がクラウドで自動的に保存され，書

類化されることにより品質管理書類作成業務の省力化・

効率化を図った．また，電子化書類はクラウドにて確実に

保存されるため，作成した電子化書類を構築物の維持・管理にも活用することが可能である． 

 本論では開発したシステムの概要と，現場での実証実験について報告する． 

２．場所打ち杭施工管理システムの概要  

２－１．システムの概要 

 本システムは，スマートデバイスに開発したモバイルアプ

リをダウンロードして使用する．概要を下記に示す(図-1)． 

１） モバイルアプリで実測値の入力や写真撮影を行う．   

２） 入力した実測値や写真はリアルタイムでクラウドに送

信・保存される． 

３） クラウドでは品質管理書類が自動作成される． 

４） 関係者がいつでも，どこからでも閲覧できる． 

２－１．システムの特徴 

 本システムの特徴となる，利用者の利便性向上を図るため

の機能を下記に示す． 

１） 事前入力した設計図データや計画値・施工管理許容値

が，モバイルアプリ画面(図-2)や品質管理書類に表示される． 

２） 写真撮影時は電子黒板(図 4)が利用できる．事前入力した設計図デ

ータや入力した実測値を利用するので，電子黒板記載事項の事前入

力が不要となる． 

３） 品質管理書類として，配筋検査記録・安定液管理記録・施工管理記

録・コンクリート打設記録・工事写真台帳などが自動作成される． 

４） 各現場の特殊性に対応するために，管理項目の追加や品質管理書類

の書式を修正することができる(図-2)． 
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図-1 システム概要図 

図-2 アプリ入力画面 図-3 写真台帳 

図-4 アプリ写真撮影画面 
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３．現場実証実験の概要と結果  

３－１．従来方法との比較方法 

本実験では，従来方法と本システム利用時の品質管理書類作

成作業時間を計測し，比較検証した．表-1 に比較内容を示す． 

 従来方法では，実測値は野帳や計測用紙にメモして Excel 品

質管理書類に清書していたので，その作業時間を計測した．工事

写真撮影は，市販の写真撮影ソフトでの撮影時間と電子黒板の

事前作成時間を計測した．写真台帳の作成は，写真整理ソフトに撮影した写

真ファイルを取り込む時間を計測した．対して本システム利用時は，実測値

や工事写真はスマートデバイスで入力・撮影する時間を計測した．写真撮影

時の電子黒板は自動作成されるので計測は不要．写真台帳や品質管理書類も

クラウドにて自動作成されるので，データをダウンロードして Excel 書式に

取込む時間のみを計測した．  

３－２． 作業時間の計測結果 

 実験の結果，従来方法と比べて作業時間を約 55％削減することができた．削減された作業時間の主なものは下記

となる．図-5 に作業時間の計測結果を示す． 

１） 事前作業：  ・従来方法で必要であった電子黒板の事前作成時間が削減された． 

       ・システム利用時は設計データなどの事前入力が必要であるが，短時間で入力できた． 

２） 現場作業：  ・実測値を野帳などにメモする従来方法と，スマートデバイスで入力するシステム利用時の作 

        業時間は，ほぼ同等であった． 

       ・従来方法では，実測値を電子黒板に表示するために，野帳などへのメモの他に，写真撮影用 

        市販ソフトにも入力が必要だった．本システム利用時は，入力した実測値を電子黒板にも利 

        用できるので，二重の入力が不要となり，その分の作業時間が短縮された． 

       ・写真撮影時間は，従来方法とシステム利用時とでは大きく変わらなかった．   

３） 書類作成作業：・従来方法では Excel による清書時間と写真台帳作成に手間が掛かっていたが，システム利用 

        時は品質管理書類がクラウドで自動作成されるため，作業時間を大きく短縮できた．   

４． まとめ 

 実験結果より，開発したシステムが従来方法に比べて品質管理書類作成業務の生産性向上に有効であることと，

品質管理書類が確実に電子化保存されることを確認できた．今回はリバースサーキュレーション工法を先行して開

発した．今後はオールケーシング工法などへ展開し，更なる機能拡張を図りたい．また，本システムを利用するこ

とにより場所打ち杭の管理内容や管理基準などが把握できるので，若年社員への OJT にも活用したいと考えている． 
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表-1 作業時間計測内容の比較表 

写真-1 システム利用状況 

図-5 作業時間の計測結果 

計測項目 従来方法 本システム利用

実測値記載 野帳などへのﾒﾓ時間 ﾓﾊﾞｲﾙｱﾌﾟﾘでの入力時間

品質管理書類作成 Excelでの清書時間 自動作成

写真撮影 市販ｿﾌﾄでの撮影時間 本ｼｽﾃﾑでの撮影時間

　電子黒板事前作成 市販ｿﾌﾄでの作成時間 自動作成

　写真台帳作成

写真ﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし

て市販ｿﾌﾄに登録する

作業時間

自動作成
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